


平成６年度予算

と

一般会計当初予算

１６ 億７，０４７万８，０００円

　
平
成
六
年
度
予
算
が
定
例
町
議
会
で
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
十
六
億
七
千
四

十
七
万
八
千
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
、
約
七
・

八
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
は
、
景
気
の
低
迷
が
続
い
て

い
る
こ
と
に
よ
り
歳
入
は
、
よ
り
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
実
施
す
べ
く
予
算
計
上
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
桂
コ
ミ
ュ
＝
テ
ィ
ー

整
備
事
業
と
し
て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

＾
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
併
設
〕
の
建
設
の
た
め
の
造
成
工
事
、

憩
の
森
建
設
工
事
、
地
区
公
民
館
（
倉
見
〕

建
設
工
事
、
継
続
事
業
を
含
む
道
路
及
び
河

川
改
修
工
事
、
消
防
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載

車
購
入
＾
倉
見
、
本
町
一
等
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
関
係
で
は
、
第
三
子
に
対
す

る
「
出
産
祝
金
制
度
」
を
、
寝
た
き
り
老
人

等
の
介
護
に
対
す
る
「
慰
労
金
制
度
」
を
新

た
に
定
め
、
福
祉
の
充
実
へ
向
け
て
の
予
算

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

長期総合計画の基本構想と予算の割り振り

＊明口を築く基盤づくり

道路新設改良工事…

農道農水路工事 ・…・

河川工事……・一一

町道維持費 ・・…・……

（単位 ：千円〕

・・
７２ ，３６６

・・
４９ ，鯛６

・・
９０ ，９１２

・・
５０ ，６７０

＊活カに満ちた創意と工夫の産業振輿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 １千円〕

　　農業費・…・……・…・・・……・・………・・・・・・……・
８６ ，８５９

　　林業費・………………・一一…………・一…３ ，１５６

　　商工業振興費…一…………・・……・……一・ ３， ４６１

　　商工会補助金………………・・…一………・一・ ４， ９５０

　　織物工業協同組合補助金 ・・…・…・…・・・・……・
２， ５００

　　観光費……………一・……………・一・一一・…・… ２， ３３４



３　平成６年度予算

＊健康でやすらぎのある福祉づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：千円）

　　乳児検診、予防注射費 ………………・一…２ ，０８８

　　在宅当番医運営費…………・・・・・・・・……・…・・…・ ４１１

　　敬老年金…………一…・…・…・・…・…・…・…・ ２， ４３０

　　身体障害者福祉手当………………・・…一…５ ，２２０

　　老人ホーム措置費助成事業 ・…・………・・・・…’
４， 幽Ｏ

　　福祉タクシー助成事業費・……・…・・・・・・………・
５２０

　　みんなで支える地域福祉費　　　　　　　３ ，５８５

　　老人保健事業……………・…・……一…・・…一１６ ，０６５

　　出生祝い金……………一・・一……・・・・・・・・・・…一… ９００

　　寝たきり痴呆性老人介護慰労金………………４００

＊快適で安全な住みよい環境づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 １千円）

ごみ収集運搬処理費 ・………　　　　　　４０ ，４３２

し尿処理……………・　　　　　　　　 一１６ ，９７２

ハエ ・蚊一斉消毒…・・　　　　　　　　１ ，３５９

富士五湖広域行政事務組合消防費負担金　６１ ，５１１

防災無線維持管理費 ・……　　　　　　　　８０８

戸別受信機増設費………一一・…・一一…　　３ ，４１８

交通安全対策費 ・・…　　　　　　　　　　４ ，４１９

＊明るく創遣性のある人づくり

学校教育費……・・…・……

杜会教育費 ・……・・・・・・…

史跡文化財調査保護費…

町誌編さん費……………

社会体育費…・・…・・……・・

青少年対策費一……一・

保育所費…………………

（単位 １千門）

１０８ ．６２６

　５ ．６８２

　５ ．８３６

　９ ，６８０

・・
１５ ，Ｏ０９

　１ ，３１０

・・
８０ ，８０１

＊まちづくり計画と推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：千円〕

公園費……・………・・・・……・…・・・…　　　９３ ，８４５

都市計画マスタープラン作成委託料……　２ ，ＯＯＯ

地区公民館建設事業費…・…………・・・・……・ ２４ ，３３４

広報費……・……………・…・………・・……　４ ，２５３

地籍調査費………………・・……・……・…・・　９ ，６０７

三ツ 峠太鼓創作活動費……………・…・一　　　９２９

ふるさと夏祭り ・・………・・…・・……………　３ ，５００

三ツ 峠歩け歩け運動 ………………・・・・…　　 一・
８２３



平成６年度予算　 ４

平成６年度一胆会冒ｆ当初予算款別拮成図

財産収入　Ｏ ．８％　１３ ，６７３千円 利子割交付金　Ｏ ．フ％　１２ ．ＯＯＯ千円

繰越金　１ ．２％　２０ ，ＯＯＯ干円

地方譲与税　１ ．６％　２７ ，ＯＯＯ千円

諸収入　２ ．３％　３７ ，９８３千円

分担金及ぴ負担金　２ ．７％　４５ ．５５フ千円

県支出金　２ ．８％　４６ ，１７３千円

使用料及ぴ手数料　３ ．Ｏ％　５０ ，０２０千円

国庫支出金　４ ．９％　８１ ，５４６千円

商工費　Ｏ ．８％　１３ ，２４５千円

入

１６億７，０４７万８千円
、・

その他　Ｏ ．１％　２ ，Ｏ０４千円

別

国民健康保険 簡易水道 老人保健法 三ツ峠グリーンセンター

特別会計 特別会計 特別会計 事業協１陰計

２０７４５ａ４ ９，９６２万１ ２０５，００３万２ ３，８４０万６

手円 手円 千円 千円

下水道

特別会計

３，４２９万８

干円



固
定
資
産
税
の

　
第
一
期
分
の
納
期
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

平
成
六
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
（
見

直
し
）
の
年
度
で
す
。

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
第
一
期
分
の

納
期
が
本
年
度
だ
け
四
月
か
ら
五
月
に
変
わ
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
土
地
課
税
は
、
地
籍
調
査
前

の
台
帳
面
積
＾
地
籍
調
査
に
よ
り
減
少
し
た
場

合
は
、
減
少
面
積
〕
に
よ
り
課
税
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
替
に
伴
な
い
、
新
し
い
面
積
一
地
籍
調

査
終
了
に
よ
る
台
帳
面
積
一
に
よ
り
一
斉
課
税

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
在
来
分
家
屋
＾
既
に
課
税
さ
れ
て
い

る
家
屋
）
は
、
三
％
減
税
さ
れ
ま
す
。

　
一
年
間
限
り
の
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
六

年
度
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
次
の
特
別
減
税

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
特
別
減
税
は
、
そ
の
老
の
個
人
住
民
税
所

　
得
割
額
か
ら
特
別
減
税
の
額
を
控
除
す
る
。

二
、
特
別
滅
税
の
額
は
、
平
成
六
年
度
の
個
人

　
住
民
税
所
得
割
額
の
二
十
％
相
当
額
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
二
十
％
相
当
額
が
二
十
万
円
を
越

　
え
る
場
合
は
、
二
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。

三
、
特
別
滅
税
の
実
施
方
法
は
、
次
に
よ
る
。

イ
　
給
与
所
得
者
に
係
る
特
別
減
税

　
特
別
徴
収
＾
会
社
等
で
納
付
）
に
よ
り
納
付

　
す
る
人

　
平
成
六
年
六
月
分
及
び
七
月
分
を
徴
収
せ
ず
、

特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後
の
年
税
額
を
同
年

八
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
十
ヶ
月
問
で
徴
収

す
る
。

口
　
事
業
所
得
者
等
に
係
る
特
別
減
税

　
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
〕
に
よ
り
納
付
す

る
人

　
平
成
六
年
六
月
分
（
第
一
期
）
の
納
付
に
お

い
て
、
特
別
税
額
を
控
除
す
る
。

　
今
年
も
転
作
農
家
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
水
田
に
野
菜
等
を
栽
培
し
ま
す
と
国
か

ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

＾
十
ア
ー
ル
あ
た
り
、
九
、
○
○
○
円
か
ら
一

七
、
○
○
○
円
の
範
囲
で
交
付
一

　
ま
だ
申
請
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
転
作

農
家
、
新
規
に
転
作
を
さ
れ
る
水
稲
農
家
は
役

場
産
業
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

＾
五
月
中
旬
ま
で
）

平
成
六
年
度
は
次
の
よ
う
に
転
作
事
業
を
行
い

ま
す
。

Ｑ
レ
ン
ゲ
の
転
作
農
家
は
レ
ン
ゲ
の
種
を
農
事

組
合
を
通
じ
て
、
購
入
し
て
下
さ
い
。

　
五
月
に
レ
ン
ゲ
の
種
の
希
望
を
と
り
ま
す
。

　
十
ア
ー
ル
あ
た
り
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
安
で

　
す
。

＠
自
分
で
農
地
の
耕
作
・
管
理
が
出
来
な
い
農

家
は
農
地
銀
行
で
農
地
を
管
理
い
た
し
ま
す
。

耕
作
希
望
者
に
農
地
を
貸
し
出
し
ま
す
。
転
作

補
助
金
は
土
地
の
所
有
者
に
入
り
ま
す
。

　
農
地
銀
行
が
斡
旋
い
た
し
ま
す
の
で
離
作
の

　
際
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
保

　
全
管
理
の
場
合
、
一
部
負
担
金
が
必
要
と
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＠
展
地
を
保
有
し
な
い
方
で
も
耕
作
で
き
ま
す
。

の
耕
作
希
望
者
が
農
地
を
借
リ
た
場
合
、
町
よ

リ
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ご
一
報
を
！

　
振
興
課
産
業
係
　
西
桂
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
冤
一
２
１
２
１

お知らせ

口崇婁口会だより

（艘業委員会 ・艘享組合により復田された休耕田〕

野
菜
を
作
り
た
く
て
も
、
農
地
が
無
い

手
続
き
が
め
ん
ど
う
だ
し
、
費
用
が
か
か
る
の
で
は

近
所
・
友
人
達
と
い
っ
し
ょ
に
農
業
し
た
い

農
地
が
遠
い
の
で
交
換
し
た
い

農
地
の
使
用
料
が
高
い
の
で
は

む
り
た
い

こ
ん
な
時
は
…
…
農
地
銀
行
ヘ

モ
、

勤
め
先
が
忙
し
く
て
農
業
に
手
が
回
ら
な
い

年
を
と
っ
た
し
後
継
ぎ
も
い
な
い

農
地
を
貸
し
た
い
が
、
返
っ
て
く
る
か
心
配
だ

転
作
を
や
る
に
も
技
術
や
機
械
が
な
い

農
地
が
遠
い
。
交
換
し
た
い

じ地銅行ば安心して口地の貸し借りができ

　　　　　さらに洲常にぼ

　町より軸助金が交付される制度です

　この制度は、約束の期限がくると薩作料なしで必ず

返っ てくる新しい農地の貸し借りのシステムです
凸

　また３年以上の小作契約を結ぷと１０ａ（約ｉ反）当

たり３ ，Ｏ００罰（復雷の易合・９ ，ＯＯＯ門）を契約噺こ交付

します
。

　この事業は、貸した篶地が必ず貸し季に返 ってくる

という保簿を与え ・｝安心して農地の貸し借りのでき

る”制度として後組まれています
。

　また手続きも藺単ですし、稔動金も交付されます
。

野菜等を作る場含は無料で農埴を借りることもできま

す。 稲作の場含・１０邑 当たりの賃貸料は・１７ ，５００円が

目安です
。

（ご照会は産業係または地元の鱗委員 ・．農蓼縄合髪

区長へ）



企　画　課　 ６

虫胞取引＠前尼眉出程
一定面竈以上の土地取引

には層出が必宴です
。 葵繊繍６顧滋でに棚縦義出

筥

売　買
共有持分の護渡
営業譲渡

譲渡担保
代物弁済
交　換

予約完結権 、買戻権等の譲渡
地上権 、賃借権の設定 、譲渡

＊これらの取引の予約である場合も届け出

　が必要です
。

　　届出の必要な土地

監視区域
都道府県等の規

則で定める面積

以上

西桂町の場合

１， ０００ｍ一以上

となります
。

　（お問し、合わせ）

酉桂町役場　企画課　　【０５５５－２５－２１２１

　個々の取引面積は小さくても 、合計して

いくと１ ，Ｏ００皿・ 以上となる図のような一団
の土地取引は・個 々の取引それぞれにっい

て届け出が必要です
。

　　　口旦　　柵Ｈ牝！；丈
　　　□目…くｌｌ１三１１１

　　　＝イ十口十川十二〕苫■圭ｏ，

　　　［］１団　　舳１珊ｉ…
　　　□回１１１…１ｌ１＞

一

　　　｛い十号十凹十１＝］苫■定面ｏ

』． 一一．． １．二〒
，．

亨． 、一．， 一． ｛’．， 一’ ．■’
，。

二一 ，．’ 　　　 ・．

一。

国土地基本法て何・

頸引

靱

サ

　　　固囮垣困国酎
市町村

　　　舳鵬　　　サ
　　　　何拍と
　　　　吊用目的切
　　　　害丑

この団榊珀■弍
、紬

公示田拮など宅；１＝　　曲

　当獅

気をつけて！

　４月よリ

　　届

Ａ出

判書

蟷筍１＝硅ｉてＬ吐だ１サ榊邊舳あｏ土
右い拐自１＝ほ、日告在　唱合［広繧苗苗拮
荷Ｌｒ景す。　　　　　ぺ畠す ，

値踏みの届出は
できません 。

指導価格を値踏みする目的で、故意

に高めの価格で届出をしたり 、架空

の買主等を記載して届出することは
、

虚偽の届出として罰則の対象となり

ます
。

地方自治体が価格指導の際に示すい

わゆる指導価格は、薯しく適正を欠

かない価格であ って 、平均的な適正

価格そのものではありません 。

したが って 、指導価格を国土法価格

と称して 、表示を行うことは、地方

自治体の価格指導に対して誤認を与

える不適当な行為ですので、注意し

てください 。

ｒ土飽碁率法』
．一・ ニモ

・・

芋．・’ 〒・． ｛

　「土地についての基本理念」や国 ・地方公共団体が土地対策

を進めていくぺき方向といったものを定めた土地についての憲

法というべきものです 。

国土地についての基本理念て何・

　土地対策を進めていく大前提として、国民の共通の認識とす

るべき土地についての基本的な以下の４つの考え方を、土地基

本法では「土地についての基本理念」として定めています 自

　（：Ｄ土地については公共の福祉が優先します
。

　ゆ土地は適正に、計画に従って利用されなければなりません
。

．，’ 〒’

．．

冒’ 一二苛．． 下・． 了・・ Ｔ’．， …．。 青・

ゆ土地を投機的な取引の対象にしてはなりません
。

　土地の価値が道路 ・鉄道の整備や人口 ・産業の動同など

　によって増加する場合には、それによる利益に応じた適

　切な負担が求められるぺきです
。

国どのような土地対策を進めているのですか・

　政府は、Ｑ土地神話の打破　マイホームを持てるような適

正な地価水準の実現＠適正かつ計画的な土地利用の促進を基

本にして、住宅 ・宅地供給の促進、土地利用の適正化、投機

的土地取引の防止等の総合的な土地対策を着実に推進し 、ゆ

と１〕と豊かさを実感できる生活大国の実現に努めます 古



ア町誌編さん

　
町
誌
編
さ
ん
の
た
め
、
次
の
方
々
が
専
門
委

員
と
し
て
平
成
六
年
三
月
＝
一
十
日
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
原
始
・
古
代
　
奈
　
良
　
泰
　
史

　
　
　
　
　
　
　
＾
日
本
考
古
学
協
会
会
員
〕

世
　
　
　
柴
辻
俊
　
六

　
　
　
　
　
　
＾
早
稲
田
大
学
教
授
）

世
　
　
　
川
　
鍋
定
　
男

　
　
　
　
　
　
　
一
近
世
歴
史
学
老
）

俗
　
　
　
紙
　
谷
　
威
　
廣

（
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
助
教
授
）

物
　
　
　
中
　
川
　
雄
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
写
真
家
）

質
　
　
　
上
　
杉
　
　
　
陽

　
　
　
　
　
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）

政
　
　
　
権
　
守
　
　
　
肇

　
　
　
　
　
　
　
（
西
桂
町
収
入
役
）

　
以
上
の
先
生
方
を
中
心
に
町
誌
編
さ
ん
作
業

が
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
は
、
写
真
集
を
発
刊
い
た
し
ま

す
。　

大
勢
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
現
在

七
百
枚
近
く
の
写
真
を
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
写
真
を
集
め
て
、

明
治
か
ら
現
在
に
至
る
移
り
変
わ
り
を
目
で
確

か
め
ら
れ
る
楽
し
い
写
真
集
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
古
い
写
真
、
お
も
し
ろ
い
写
真
、
な
ん
で
も

お
持
の
方
は
教
育
委
員
会
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
い
ま
ま
で
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
複
写
し
た

写
真
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
亡

　
　
　
　
警
奮
会
三
筆
書
４
１

明
治
２
３
年
頃

風
　
俗

犬
正
１
０
年
頃

　
　
風
俗
＾
お
稚
児
さ
ん
〕

倉見公民館第二次犬戦中

昭和２７年４月７日 富士見橋架橋記念昭和４６年１０月 西桂町婦人会（読書クループ〕



フォト ・トピックス

泰暮蛙公墨鎧薮築工轟竣嬰 １…

平
成
五
年
十
二
月
三
日
に
着
工
し
た
下
暮
地
公

民
館
は
、
総
事
業
費
二
千
一
＝
百
二
十
万
円
で
平

成
六
年
三
月
二
十
四
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
四

月
二
日
、
五
区
長
、
町
議
会
議
員
、
下
暮
地
公

民
館
建
設
委
員
代
表
な
ど
の
皆
様
の
ご
臨
席
の

も
と
に
竣
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
平

成
五
年
度
事
業
と
し
て
、
本
町
地
区
に
次
ぐ
も

の
で
す
。

　
新
公
民
館
は
木
造
二
階
建
て
で
床
面
積
は
百

六
十
二
二
＝
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
階
は
集
会
室

と
厨
一
唇
ト
イ
レ
、
二
階
は
小
会
議
用
の
十
畳
、

八
畳
の
和
室
と
厨
房
と
な
『
て
い
ま
す
。

　
下
暮
地
区
で
は
、
新
公
民
館
の
完
成
に
よ
り
、

区
の
事
業
に
も
さ
ら
に
積
極
的
な
活
用
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
下
■
地
公
民
蜻
間
取
り
図

＾
会
室

（珊 ．５口〕

２嗜１４坪 １暗畠５坪

合計４９坪

曲
由
由
甫
虫
苗
．
由
由
幸
由
甫
甫
苗
苗
＃
・
柑
由
｛
由
尭
由
＃
曲
尭
曲
苗
・
誼
・
井
壬
尭
＃

＊

曲
尭
苗
・
盟
垂
壷
垂
壷
由
岳
由
苗
曲
・
＃
母
曲
．
曲
壷
尭
曲

曲
曲
虫
曲
止
＾
曲

　
去
る
四
月
五
日
（
火
）
平
成
六
年
度
入
所
児

百
三
十
三
名
の
入
所
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
長
旧
几
　
　
三
十
九
名

　
年
中
児
　
　
　
四
十
七
名

　
年
少
児
　
　
　
三
十
九
名

　
未
満
児
　
　
　
八
名
と
各
年
齢
の
定
数
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
日
最
年
少
児
一
才
二
ヶ

月
の
園
児
も
元
気
に
泣
か
ず
に
参
加
し
ま
し
た
。

未
釆
を
背
負
う
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
ち
、
地
域
の
人
々
に
好
か
れ
る
感
性
豊
か
な

社
会
の
一
員
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
、
職

員
一
同
保
育
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
三
月
二
十
四
日
に
寿
・
婦
人
・
家
庭
教
育
の

三
学
級
合
同
の
閉
級
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
一
年
間
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
山

梨
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
の
大
村
和
夫
先
生

を
講
師
に
「
栄
光
あ
る
甲
斐
の
武
田
氏
」
と
題

し
て
最
終
学
級
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
武
田
信
玄
公
を
中
心
と
し
た
武
田
家
の
お
話

し
や
、
地
域
の
歴
史
と
祖
先
の
苦
労
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
三
学
級
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京竈力から

のお知らせ

あ
な
た
の
お
店
は

大
丈
夫
で
す
か
！

小
型
変
圧
器
の

違
反
使
用
の
勧
誘

セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
！

　
最
近
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
商
店

等
に
『
電
気
代
が
安
く
な
る
か
ら
』
と
甘
い
言

葉
で
も
ち
か
け
て
、
小
型
変
圧
器
の
違
反
使
用

の
勧
誘
・
セ
ー
ル
ス
を
行
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
二
百
ポ
ル
ト
の
動
力
電
源
を
百
ポ
ル

ト
に
下
げ
て
使
用
す
る
場
合
で
、
電
気
事
業
法

の
規
程
に
も
と
づ
き
通
商
産
業
大
臣
の
認
可
を

受
け
た
電
気
供
給
規
程
に
違
反
し
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
、
違
反
使
用
方
法
の
小
型
変
圧
器

の
リ
ｉ
ス
契
約
あ
る
い
は
購
入
契
約
を
結
び
ま

す
と
、
解
約
は
難
し
く
、
ま
た
、
解
約
が
出
来

た
と
し
て
も
取
り
外
し
費
用
が
お
客
さ
ま
負
担

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
こ
う
し
た
勧
誘
・
セ
ー
ル
ス
を
受
け

ま
し
た
ら
東
京
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
連
絡
先

　
　
　
東
京
電
力
欄
富
士
吉
田
営
業
所
営
業
課

　
　
　
　
　
ａ
０
５
５
５
一
２
２
一
３
１
１
６



集

ヒューマニティキィンペーン
やまなピ９・４

内
　
容

日
　
時

主会

催場

ｍ
蘇
生
法
に
つ
い
て

ｃ
ｏ
実
技

　
　
＊
気
道
確
保
　
＊
人
工
呼
吸

　
　
＊
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

平
成
６
年
５
月
８
日
一
旦

○
午
前
の
部
　
午
後
１
０
時
～
１
２
時

○
午
後
の
部
　
午
後
－
時
３
０
分
～

　
　
　
　
　
　
３
時
３
０
分

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
体
育
館

日
本
赤
十
字
杜
山
梨
県
支
部

問費対
嘉用萎

申
込
先

　
一
般

　
無
料

　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
５
月
７
日

　
一
土
一
ま
で
に
左
記
へ
お
申
込
く
だ

　
さ
い
。

　
甲
府
市
池
田
－
丁
目
６
番
－
号

　
日
本
赤
十
字
杜
山
梨
県
支
部

　
８
　
０
５
５
２
一
５
１
一
６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５
２
（
刷
〕
０
３
５
１

仕事を求めている
女１１生のための

ク
ッ
キ
ン
グ
ヘ
ル
パ
ー

講
習
時
間

受
講
料

定
　
　
員
襲

午
前
　
調
理
実
習

午
後
　
講
義
（
栄
養
学
・
食
品
衛

生
・
そ
の
他
一

５
月
６
日
（
金
）
か
ら
７
月
１
５
日

　
＾
金
一
ま
で

毎
週
２
目
＾
木
・
金
曜
日
一
で
合

計
２
１
日
間

午
前
９
時
３
０
分
～
午
後
３
時
（
昼

休
み
３
０
分
一

無
料
　
　
一
た
だ
し
実
習
材
料
費
と

し
て
ー
０
，
０
０
０
円
程
度
〕

２
０
人

富
士
舌
田
市
上
暑
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

ガ
イ
ド
販
売
の
た
め
の

　
　
　
莫
会
話

初
級

内
容
外
国
人
観
光
客
に
接
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
必
要
な
英
会
話
の
習
得

日
　
程
５
月
ｎ
日
（
水
〕
～
６
月
１
５
日

　
　
　
　
　
＾
水
一
２
１
日
間
一
毎
週
火
～
金
曜

　
　
　
　
　
日
〕

講
習
時
問
　
午
前
９
時
３
０
分
～
午
後
３
時
３
０
分

　
　
　
　
　
一
昼
休
み
６
０
分
一

受
講
料
　
無
料

　
　
　
　
　
一
た
だ
し
教
材
費
は
自
己
負
担
）

定
　
員
　
２
０
人

講
習
場
所
　
県
立
勤
労
老
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
間
合
先

山
梨
県
立
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー
分
室

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
９
６
５
－
４

　
　
　
　
　
　
県
立
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
８
０
５
５
５
一
娑
０
７
５
４

○
仕
事
の
教
え
方
（
管
理
監
督
者
課
程
）

日
程
　
５
月
９
・
１
０
・
ｕ
・
１
２
・
１
３
日

時
間
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
ま
で

定
員
　
１
０
人
　
受
講
料
　
１
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
門

○
人
の
扱
い
方
（
管
理
監
督
者
課
程
一

日
程
　
５
月
３
０
・
３
１
日
　
６
月
１
・
２
・

時
間
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
ま
で

定
員
　
１
０
人
　
受
講
料
　
１
，
０
０
０
円

○
第
一
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

３
日

　
準
備
講
座

目
程
　
５
月
９
．
１
０
．
１
２
．
１
３
．
１
６
．
１
７
．
１
９
．

　
　
　
２
０
・
２
３
・
２
４
・
２
６
・
２
７
・
３
０
・
３
１
日

　
　
　
６
月
２
・
３
日
の
蛇
日
問

時
間
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
５
０
分

定
員
　
１
５
人
　
受
講
料
　
４
，
０
０
０
円

受
付
期
間
　
各
講
座
と
も
開
講
日
の
７
日
前
ま

で
、
但
し
定
員
に
な
れ
ば
締
切
り
ま
す
。

問
合
先
　
県
立
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
Ｏ
０
５
５
４
一
４
３
一
８
９
１
１

胃
年
海
排
協
力
隊
員
募
襲

　
青
年
海
外
協
ヂ
付
啄
で
は
、
開
発
途
上
国
の
人
々

の
た
め
に
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を

生
か
し
て
み
た
い
、
そ
う
し
た
意
欲
を
お
持
ち

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

選経派
　　遣
考費謁

２
０
歳
以
上
３
９
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
方

２
年
間

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
が
負
担

一
次
選
考
＾
筆
記
）

、
二
次
選
考
（
面
接
・

パ
ー
ト
さ
ん
の
雇
用
保
険

へ
の
加
入
条
件
（
時
間
敦
）
が

　
　
　
　
変
頁
に
な
り
ま
す
！

　
従
来
、
週
所
定
労
働
時
間
２
２
時
間
以
上
の
方

は
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月

一
日
よ
り
２
０
時
間
以
上
３
０
時
間
未
満
の
方
が
短

時
間
被
保
険
者
、
３
０
時
間
以
上
の
方
が
一
般
被

保
険
老
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
雇
用
保
険
へ
の
加

入
条
件
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で
新
し
く
加

入
で
き
る
方
、
区
分
変
更
の
必
要
な
方
を
雇
っ

て
い
る
嚢
主
は
職
萎
定
所
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

　
　
犬
月
０
５
５
４
＾
２
２
一
２
６
１
１

　
　
都
留
０
５
５
４
＾
４
３
）
５
１
４
１

　
　
富
士
吉
田
　
０
５
５
５
＾
２
３
）
０
３
９
１

加
入
条
件

　
○
労
働
時
聞
等
が
就
業
規
則
、
雇
入
通
知
書

　
　
等
に
明
確
に
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
　
一
週
問
の
所
定
労
働
時
間
が
２
０
時
間
以
上

　
　
で
あ
る
こ
と

　
ゆ
一
年
以
上
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
見
込
ま
れ
る
こ
と

　
＠
年
収
９
０
万
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と

技
術
）
を
実
施
し
、
合
格
老
を
一
定
期
研
修
し

た
後
、
各
国
へ
派
遣

募
集
説
明
会

・
４
月
２
６
臼
＾
火
〕
午
後
６
時
半
～
国
際
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

・
５
月
ｎ
日
＾
水
一
午
後
６
時
半
～
富
士
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
館

・
５
月
１
８
日
＾
水
一
午
後
６
時
半
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国
際
交
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際
課
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際
協
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１０お知らせ

教

人

　
郷
田
昌
司
氏
が
四
月
二
目
任
期
満
了
に
伴
い
、

れ
ま
し
た
。

引
続
き
任
命
が
同
意
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〃
．

同
　
　
教
諭
　
広
瀬
裕
子
・
白
州
中
教
諭

（
入
）
新
任
地
　
　
　
　
　
旧
任
地
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

西
桂
中
教
諭
　
有
泉
　
透
・
押
原
中
教
諭

同
　
　
教
諭
　
吉
村
寿
章
・
山
中
湖
中
教
諭

同
　
　
教
諭
向
山
初
音
・
下
吉
田
中
教
諭

退
職
者
は
三
月
三
十
一
目
付
人
事
異
動
に
よ
る
も
の
で
す
。
一

平
成
六
年
五
月
十
日
施
行

　
四
月
一
日
付
次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
職
、
転
出

の
先
生
に
は
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
　
＾
敬
称
略
一

西
桂
小
学
校

　
（
退
職
〕
教
諭
　
杉
本
あ
つ
子

　
＾
出
）
旧
任
地
　
　
　
　
　
新
任
地

　
西
桂
小
教
諭
　
村
上
憲
司
・
谷
村
第
一
小
教
諭

　
同
　
　
教
諭
　
饗
場
公
子
・
湯
田
小
教
諭

　
同
　
　
栄
養
職
員
梅
田
美
津
子
・
吉
田
小
栄
養
職
員

　
同
　
　
事
務
職
員
　
川
村
い
づ
み
・
明
見
中
事
務
職
員

　
（
入
一
新
任
地
　
　
　
　
　
旧
任
地

　
西
桂
小
教
諭
　
望
月
五
月
・
東
桂
小
教
諭

　
同
　
　
教
諭
　
大
森
明
美
・
境
川
小
教
諭

　
同
　
　
栄
養
職
員
　
尾
上
葉
子
・
谷
村
第
一
小
栄
養
職
員

　
同
　
　
事
務
職
員
梅
谷
圭
子
・
宝
小
事
務
職
員

西
桂
中
学
校

　
＾
出
）
旧
任
地
　
　
　
　
　
新
任
地

　
西
桂
中
教
諭
　
折
山
三
雄
・
東
桂
中
教
諭

　
同
　
　
教
諭
　
赤
尾
　
博
・
城
南
中
教
諭

役

場

◇
採
用

住
民
課
厚
生
係

総
務
課
総
務
係

振
興
課
下
水
道
係

児
童
厚
生
員
＾
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
〕

保
育
所
保
母

福
祉
専
門
員

図
書
司
書

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
派
遣

山
梨
県
市
町
村
課
一
住
民
課
厚
生
係
一

◇
退
職

保
育
所
保
母
＾
臨
時
一

福
祉
専
門
員

図
書
司
書

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

＾
杜
協
〕

（
杜
協
）

相
澤
亮

小
川
　
健

渡
辺
恵
次

志
村
由
美

奥
秋
み
ど
り

志
村
美
千
代

勝
俣
明
美

高
尾
典
子

新
田
剛
久

長
沼
は
る
み

勝
俣
明
美

宮
下
京
子

川
村
久
江

’
　
苗
，
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ｕ
艮
辺
萬
看
は
免
甘
岨
の
右
藷
間
が
五
年
に
延
長

優
良
運
転
者
と
は
　
継
続
し
て
免
許
を
受
け
て
い
る
期
閻

　
　
　
　
　
　
　
が
五
年
以
上
で
、
過
去
五
年
間
無
違

　
　
　
　
　
　
　
反
で
あ
る
老

経
過
措
置
　
施
行
日
か
ら
二
年
間
継
続
し
て
免
許
を
受
け

　
　
　
　
　
て
い
る
期
問
が
八
年
以
上
で
、
過
去
三
年
間

　
　
　
　
無
違
反
で
あ
る
老

対
象
者
　
平
成
六
月
十
日
以
降
が
誕
生
日
の
者

　
　
　
　
年
齢
に
よ
っ
て
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。

　
七
十
歳
未
満
－
・
・
－
五
年
間

　
七
十
歳
：
・
・
－
－
・
・
－
四
年
問

　
七
十
一
歳
以
上
…
三
年
間

優
良
運
転
老
は
ゴ
ー
ル
ド
免
許
証
で
一
目
瞭
然
と
な
り
ま

す　
免
許
証
上
で
も
「
優
良
」
と
表
示
さ
れ
有
効
期
間
の
表

示
欄
を
次
の
三
色
に
色
分
け
さ
れ
ま
す

　
優
良
運
転
老
・
－
・
－
・
－
－
・
・
：
…
・
・
－
・
…
・
金
色

　
一
般
の
運
転
者
…
…
薄
青
色
＾
現
行
色
）

　
新
規
免
許
取
得
老
…
－
・
…
…
…
…
若
草
色

違
法
駐
車
に
対
す
る
車
輪
止
め
装
置
の
導
入

最
高
遠
度
違
反
な
ど
の
違
反
点
数
、
反
則
金
の
変
更

過
積
載
に
対
す
る
規
制
、
罰
則
等
の
強
化

詳
細
は
都
留
警
察
署
へ
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ａ
０
５
５
４
一
４
５
一
〇
１
１
Ｏ

西桂駐在さん紹介

３月以日付で小林高志巡査都

ら…交通機動隊より西桂駐在所

意
一

い杜会

西桂町出生祝金について

　平成６年４月ユ目より 、西桂

町出生祝金制度を設けました
。

　これは、西桂町に３ヶ 月以上

住所を有する老が、第３子以降

の子供を出産した場合・１Ｏ万円

の」時金を支給する制度です
。

　　　　問合せ先　役場住民課

空也蒸し
カニあんか１ザ

主
－

握

材料４人労

絹ごし豆腐１丁 カニあん

カニ缶詰　１００ｇ

塩　 小さじ去
１慧１粉／榊１

グリンピース

わさぴ炬

０豆腐は水きりして４等分し、蒸し

　茶わんに入れて・蒸気の立った
、

　蒸し器に並べ裏ごしを通した卵液

　をはる。ふたをずらしてかけ中火

　にして１３分～１５分蒸す
。

＠だしでカニを２～３分煮、調味し

　てとろみをっけ、ピースを混ぜる
。

似Ｄに熱い　をかける
ｏ



１ｒ　衛生だよリ

　　　　〆 集し む
ぐ
砺　　８功８８■ｏ

　気功は、中国四千年の歴史をもっ伝統的な保健養生（健康長

寿）のための訓練方法です。気功をすることにより 、もともと

備わ っている自然治癒力（病気を治す力）が強くなります。そ

して 、健康な人は、ますます健康になり病気にかかりにくくし

ます
。

　また、次のような状態に効果があります
。

◆蓄積された疲れがとれてくる。　　　◆精神的な不映感や苦痛を緩和する
。

◆イライラがとれ気分が穏やかになる。◆集中力がっき能率が上がる
。

◆弱まっ た自然治癒力が高まる。　　　◆身体各部の痛み ・凝りなどが軽くなる
。

　このほか自立神経失調症 ・不定愁訴 ・ストレスにも強くなり

ます。健康づくりのために気功を一緒にはじめてみませんか
。

日　時

場所
内　容

講　師

対象老

主催

平成６年５月１１日～７月毎週水曜日午後５時～６時

西桂町Ｙ　ＬＯ会館　２階児童館

気功の実技練習とそのお話

山角病院精神科医　東洋医学担当　望月阿南先生

西桂町」般住民

西桂町保艦衛生 ・国民健康保険 ・西桂町教育委員会

参加希望老は・平成６年４月２８日までに役場保健衛生までに８

（２５）２工２１でお申し込み下さい
。

申し込み老は、５月１１日より行いますので運動のできる支度で

参加下さい
。

婦人のがん検診

　婦人のがん（子宮がん、茅跡ん〕を年１回の検診で、早期

発見、早期治療で予防しまし ょう
。

　まだ一度も検診を受けたことのない女性（３０才以上）の人

は、 この機会に検診を受けまし ょう
。

〔申し込み〕

し辿み

５月 ・１１月

強調月問

し　　　み

役場窓□で受付けています
白

愛育会の方が各家庭をうかがい申し込
みを受けます。愛育会のない地区は役
場窓口へ申し込んで下さい

。

５　月　目　程表
期目　行讐 場所 騎　闇 対象者

１１ 水機能訓練 ＹＬＯ会館 ＡＭ９：３０～

１１ 水気功教室 ＹＬＯ会館 ＰＭ５： ＯＯ～６ １００

１３ 金ポ　リ　オ 役場２階 受付ＰＭ１１ＯＯ～ｌ１ ３０ １　　８～拮１
　　２～７

１８ 水気功教室 ＹＬＯ会館 ＰＭ５ １０Ｄ～６ １００

王９ 木健康相談 ＹＬＯ会館 午前中

２０ 金３才児健診 役場２階 ＰＭ一 ：３０～ Ｈ〃１１山釧２

２４ 火機能訓練 ＹＬＯ会館 ＾Ｍ９：３０～

２５ 水気功教室 ＹＬＯ会館 ＰＭ５ １００～６ １００

２７ 金三種混合 役場２階 受付ＰＭ１ ｌＯＯ～１ ＝３０ Ｈ呂ノ９～４ノ呂

２７ 金乳児健診 役場２階 ＰＭ１ １舐ト ５〃 ・１Ｏ ・直ノ１

３０ 月第１回虻う会 河□湖畔 ＾Ｍｇ １ＯＯ

“ウオーキング心とからだ

　　　リフレッシュ亭業”について

　｝健康への道は一歩から苗いっでも

誰でもムリなく続けられるウォーキ

ンクがいま見直されています。」日

の目標歩数は一万歩といわれていま

す。 さて、あなたは・どのくらい歩

いているか知 っていますか？西桂町

では、町民の皆さんに万歩計を利用

谷
伽、、

して歩数をっけてもらうことにより ・自分の活動レベルや運動量を

知ｒ ていただき 、健康を維持増進していただくために、日常生活の

中に歩くことを習慣化させることをお勧めいたします。各個人にお

いては・一日の目標歩数 ・歩く速さ ・歩く楽しさをみっけて下さい
。

これからの事業予定

６　　月　　　○歩き録パンフレ ットの配布（事業の説明含む）

　　　　　　ゆ希望老に万歩計１／２補助１ヶ１ ，０００円自已負担

７月山２月　　各個人歩いて 咄歩き録”に記録する
。

３　　月　　　各個人が記録したものを持参し役場保健衛生係に自

　　　　　　己申告記念晶と新しい ｝歩き録＾を進呈致します
。

…匁＿次

．誰

　　　　　　第　１　回

西性呵歩こう含
　人々とのふれあい、自然や歴史との対話、心と身体の健康づく

りのために今年度も西桂町歩こう会を開催します。今回は、河口

湖畔で九多数の参加をおまちしております 。

日　　時

場　　所

講　　師

集合場所

出発時問

持ち物

５月３０日（月）雨天決行

河口湖一辛（大石方面）

前教育長　前田巳智男氏

西桂町役場

午前９時

弁当 ・水筒 ・雨具

☆参加希望老は、５月２０日までに役場保健衛生係へご連絡くださ

　い 。

☆なお、歩こう会に参加するために日頃より歩いて下さい
。




